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■専門分野　道徳教育，学校経営
現在の研究テーマ
・人物の生き方に学ぶ道徳教育
・自主的，自治的な活動を生かした学校経営

■著書
・「道徳教育を学ぶための重要項目100」（共著），2016年，教育出版社
■論文
・�「総合的な学習の時間における「在り方生き方」教育に関する一考察」，2022年，公立鳥取環
境大学紀要
■報告　「人物の生き方に学ぶ道徳教育」，2015年，日本道徳教育学会『道徳と教育』(第333号)
■会報寄稿　
・「自治会加入率の低下と道徳教育」2025年，『日本道徳教育学会報』第85号
・�「子供たちが道徳授業に求めているもの～鳥取県道徳教育研究会のあゆみから～」2021年，『日
本道徳教育学会報』第66号

・�「偉人等の「人生の転機」に焦点をあてた道徳授業の必要性」2020年，『日本道徳教育学会報』
第61号
■所属学会　日本道徳教育学会，日本特別活動学会，日本生活科・総合的学習教育学会
■資格　小学校普通免許１級　中学校普通免許２級数学

■取得学位　教育学士（鳥取大学）
■略歴
2008年４月　鳥取市立大正小学校校長
2011年４月　鳥取市立浜村小学校校長
2014年４月　鳥取市立青谷中学校校長
2017年４月　鳥取市教育センター主任教育相談員
2018年４月　公立鳥取環境大学環境学部環境学科教授
2025年４月　公立鳥取環境大学環境学部環境学科特任教授
■主な担当科目　
教職論，道徳教育の理論と指導法，特別活動及び総合的な学習の時間の指導法，教職実践演習

■専門分野　理科教育，ICT活用教育，学習科学
現在の研究テーマ
・�子どもたちの学びを，より豊かにするための「アクティブラーニング」の視点を取り入れた
教育実践の開発

・GIGAスクール構想における，一人一台端末時代に応じた授業でのICT活用
・天体観望におけるテクノロジー活用.テクノロジーを用いた新しい視点での理科教材作成
■著書
・｢主体的・対話的で深い学びに導く�学習科学ガイドブック｣（編者），2019年，北大路書房�
■論文
・�｢理科教育における，STEAM教育教材としての電視観望技術の実践的活用　-�Plate�Solving
技術とCMOSカメラを活用した天体観望の運用�-｣ (共著)，2021年，学校教育実践研究�
vol.:4（島根大学大学院教育学研究科）

・�｢理科単元学習内での協調学習による生徒の考えの変容　―概念地図を用いた科学概念変化の
見取り―｣ (共著)，2021年，島根大学教育学部紀要.54巻

・�｢外国人児童生徒を有するクラスにおける ｢主体的,�対話的で深い学び｣ を指向した実践と展
望�―言語情報に依存しにくい教材による協働的な学びづくり―」(共著)，2020年，学校教
育実践研究�3（島根大学大学院教育学研究科）

・�｢情報モラル指導分野での「考え議論する道徳」�―大学院生の出張型授業による地域貢献の取
り組み―」(共著)，2018年，学校教育実践研究�vol:1�(島根大学大学院教育学研究科)
■所属学会　日本公開天文台協会，日本天文教育研究会
■取得学位　農学士（鳥取大学）
■略歴
2007年４月　智頭町立智頭中学校�教諭
2008年４月　鳥取県教育委員会事務局�小中学校課�兼�高等学校課�指導主事
2011年４月　鳥取県教育委員会事務局�高等学校課�指導主事�(平成26年3月まで)
2013年４月　鳥取大学�客員准教授(兼務:1日/週)�(平成27年3月まで)
2014年４月　鳥取県教育センター�指導主事(ICT活用教育担当)
2015年４月　鳥取県教育センター�教育企画研修課　課長補佐
2016年４月　島根大学大学院�教育学研究科（教職大学院）�教授
2021年４月　公立鳥取環境大学環境学部環境学科�教授
■主な担当科目　理科指導法１．２．３．４，教育の方法と技術

≪研究内容の紹介・授業の特徴等≫
　「学び」というものの考え方が変
わってきています。�「教え・教えら
れる」という姿から「学ばせ・学ぶ」
という，学ぶ人が主体となる学びを
作るために多様な知見を学びます。
ICT端末も学びの道具として使い，
より良い学びを作るために，いろい
ろな方法を一緒に考えましょう。
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≪研究内容の紹介・授業の特徴等≫
　道徳教育・特別活動など，学校教
育の中の在り方生き方教育にかかわ
る科目の授業を担当。模擬授業等の
体験的な学びを取り入れ，実践的な
授業力の育成をめざしている。


